
金
子

ゴ
ミ
の
徹
底
し

た
組
成
調
査
は
ゴ
ミ
減
量

の
第
一
歩
で
す
。
荒
川
区

で
は
、
集
積
所
の
９
か
所

で
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
資
源
の
混
入

率
は
市
川
の
45
％
に
対
し
、

荒
川
区
で
は
11
・
５
％
で

分
別
の
徹
底
が
進
ん
で
い

る
。
市
川
市
は
、
調
査
が

十
分
減
量
化
に
生
か
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
集

積
所
で
調
査
し
、
地
域
の

活
用
に
生
か
せ
な
い
か
。

環
境
清
掃
部
長

燃
や

す
ご
み
を
年
４
回
（
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
収
集
車
を

無
作
為
に
抽
出
し
、
組
成

分
析
を
し
て
い
る
が
依
然

と
し
て
資
源
物
と
し
て
利

用
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

今
後
、
集
積
所
で
の
調

査
を
検
討
し
、
市
民
に
わ

か
り
や
す
い
情
報
、
12
分

別
の
周
知
・
徹
底
を
図
っ

て
い
く
。

金
子

高
齢
者
・
単
身

者
が
多
い
中
、
ゴ
ミ
袋
45

㍑
を
使
っ
て
い
る
人
が
多

い
。
小
さ
い
ゴ
ミ
袋
の
使

用
を
奨
励
す
る
こ
と
が
市

民
へ
の
意
識
啓
発
、
作
業

員
の
安
全
・
効
率
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
そ
う

し
た
対
策
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

環
境
清
掃
部
長

燃
や

す
袋
は
４
種
類
（
15
・
20
・

30
・
45
㍑
）
あ
る
が
、
実

際
は
需
要
の
多
い
45
㍑
を

中
心
に
製
造
・
販
売
さ
れ

て
い
る
。
小
さ
い
袋
の
使

用
は
ゴ
ミ
減
量
と
資
源
化

の
向
上
に
つ
な
が
る
。
ま

た
、
生
活
を
見
直
す
契
機

と
な
り
、
取
り
組
み
の
成

果
が
可
視
化
さ
れ
る
。

今
後
事
業
者
と
協
働
し
、

取
り
組
み
の
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

金
子

ゴ
ミ
収
集
は
長

期
継
続
契
約
に
よ
る
入
札

を
実
施
し
て
い
る
。
３
年

間
の
雇
用
で
は
労
働
意
欲

も
低
下
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
も
な
ら
な
い
。

随
意
契
約
に
戻
せ
な
い
か
。

環
境
清
掃
部
長
、
市
の

方
針
は
競
争
入
札
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
公
共

性
、
公
益
性
が
非
常
に
高

く
、
更
な
る
契
約
安
定
の

た
め
に
、
契
約
期
間
を
５

年
間
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

「しっかり発言、きちんと報
告」します。市政に関する、
ご意見・ご要望をお聞かせ下
さい。メールアドレス
kyousankaneko@yahoo.co.jp

http://www.jcp-ichikawa.com/
発行：日本共産党市川市議団議会報告
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２月市議会

２月市議会本会議場で自席から一般質問。(写真
は市川インターネット中継から）

ゴミの中身 市川市 荒川区

紙 類 ３４％ ２４％

生ごみ ４０％ ４８％

プラスチック類 １２％ １０％

その他 １４％ １２％

２００９年度燃やすごみの組成調査より

私
は
２
月
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
ゴ
ミ
の
分
別

徹
底
・
委
託
業
者
の
契
約
方
法
、
大
町
動
植
物
園
、

緑
地
保
全
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

日本共産党は35年前（1976年）から「安全神話」

に警告してきました。今後１４基の新増設計画の

中止、原発の総点検、独立した規制機関をつくる

こと、自然エネルギーへの転換を求めています。

市川市では、住宅の太陽光発電へ

の助成を１キロワット２万円、１０

万円を限度に助成。今後、助成拡充、

予算の増額を求めていきます。

救援募金を受付けています
郵便振替の場合
【口座番号】００１７０－９－１４０３２１
【加入者名】日本共産党災害募金係

通信欄に「地震救援募金｝と明記して下さい。



▼
統
一
し
た
案

内
看
板
等
の
設

置
を

水
と
緑
の
部
長
「
春
に

は
「
緑
の
フ
ェ
ス
テ
イ

バ

ル
」
、
夏
は
『
梨
の
大
玉

コ
ン
ク
ー
ル
』
、
秋
に
は

『
ゾ
ー
ン
フ
エ

ス
テ
イ

バ

ル
』
、
冬
は
『
も
ち
つ
き

大
会
』
な
ど
四
季
を
通
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
協
同
で
開

催
し
て
い
る
。

今
後
、
今
以
上
に
連
携

を
強
化
し
、
Ｐ
Ｒ
の
工
夫
、

統
一
し
た
様
々
な
案
内
板

の
設
置
や
表
示
を
行
い
、

利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
。

さ
ら
に
梨
だ
け
で
な
く
、

新
鮮
な
筍
や
野
菜
な
ど
の

特
産
物
の
販
売
な
ど
も
考

え
る
」
と
答
弁
。
私
は
さ

ら
に
、
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
統
一
し
た
作
成

を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
わ
き
水
管
理
、

水
と
親
し
め
る

環
境
を

水
と
緑
の
部
長
「
公
園

内
の
長
田
谷
津
に
わ
き
水

は
２
ヶ
所
あ
る
。
ホ
タ
ル

観
賞
会
前
に
水
路
の
整
備
・

除
草
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
専
門
家
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
残
す
た
め
に
意

欲
的
な
管
理
を
行
っ
て
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

▼
動
物
園
の
動

線
の
改
善
、
行
動

展
示
の
導
入
を

金
子

入
園
し
て
か
ら

奥
ま
で
行
き
、
Ｕ
タ
ー
ン

す
る
歩
行
動
線
の
改
善
、

ま
た
、
旭
山
動
物
園
の

よ
う
に
動
物
の
行
動
展
示

導
入
が
で
き
な
い
か

水
と
緑
の
部
長
「
現
在
、

動
物
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
計
画
中
、
動
線
は
そ
の

中
で
具
体
的
な
方
法
を
検

討
す
る
。
行
動
展
示
に
つ

い
て
、
サ
ル
山
と
動
物
ふ

れ
あ
い
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
改
修
計
画
に
着
手
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
行
動
展

示
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
導
入
を
念
頭
に
い

れ
て
る
。
昨
年
、
オ
ラ
ン

ウ
‐
タ
ン
の
飼
育
・
展
示

方
法
は
高
い
評
価
を
頂
い

た
。
レ
ッ
サ
―
パ
ン
ダ
、

カ
ピ
パ
ラ
や
カ
ワ
ウ
ソ
に

も
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
、

人
気
を
博
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
動
物
も
集
客
の
核

と
な
る
よ
う
努
め
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

▼
４
月
24
日
の
市
議
選
で
、

私
が
２
１
８
３
票
（
34
位
）

で
当
選
し
ま
し
た
。

選
挙
中
、
街
頭
演
説
で

「
災
害
に
つ
よ
い
ま
ち
づ

く
り
、
脱
原
発
社
会
を
市

川
か
ら
発
信
、
命
を
守
る

医
療
・
福
祉
の
充
実
」
を

訴
え
ま
し
た
。
私
の
話
し

に
雨
の
中
耳
を
傾
け
た
人
、

拍
手
を
し
て
下
さ
る
人
等
々
、

今
回
の
選
挙
も
多
く
の
ド

ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
支
持
頂
い
た
思
い
を

し
っ
か
り
受
け
と
め
、
新

た
な
決
意
で
議
員
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

貞作通信 ＮＯ.２０４ ２０11年５月８日 （２）

北東部に位置する「大町レク

リエーションゾーン」（面積

約１５０ｈａ）は、1987年か

ら豊かな自然環境の中で、

「ふれあいの場」として位置

づけ整備を行ってきました。

連休多くの家族連れでにぎわう大町動植物園、写真は動物園・自然博物館

入り口、右側が植物園・バラ園・アスレチック(4月30日）

年
間
、
約
43
万
人
が
利
用
す
る
大
町
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
内
の
施
設
。
２
月
市
議
会
の
一
般
質

問
で
、
施
設
の
連
携
に
よ
る
利
用
者
増
加
の
方
向
性

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

奥にはミニ鉄道もあります わき水が豊富な自然公園

ゾ
ー
ン
周
辺
の
道
路
も
整

備
さ
れ
、
歩
道
も
３
ｍ
に
広

げ
る
工
事
が
進
行
中
で
す
。

ま
た
、
国
道
の
駒
形
交
差

点
信
号
機
は
来
年
度
設
置
す

る
予
定
（
答
弁
）
で
す
。

仕事
くらしの
悩み

連絡先 金子貞作 ３３７－６１８４（夜間）


